
年度 受賞者 所属 論文名 掲載号

平成17年度

（2005年）
武藤　亮 東北大学　先進外科学

副甲状腺機能低下が関節炎に伴う骨量低下
に及ぼす影響

内分泌外科　22(2): 100-6, 2005

平成18年度

（2006年）

平成19年度

（2007年）
寺山　百合子 （財）鷹揚郷腎研究所

透析患者における副甲状腺全摘出術後の副
甲状腺ホルモンとオステオカルシンについて

内分泌外科　24(1): 30-6, 2007

平成20年度

（2008年）
山田　弘之

山田赤十字病院　耳鼻
咽喉科

反回神経切除を余儀なくされた甲状腺癌に対
する甲状軟骨形成術Ⅰ型

内分泌外科　25(4): 260-5, 2008

平成21年度

（2009年）
中野　知之 東北大学　先進外科学 副甲状腺癌由来の細胞株（DOPC）の樹立 内分泌外科　26(3): 143-51, 2009

平成22年度

（2010年）
山本　裕

川崎医科大学　乳腺甲
状腺外科

当科における甲状腺濾胞型乳頭癌の検討 内分泌外科　27(2): 103-6, 2010

平成23年度

（2011年）
高橋　弘昌 北海道大学　第一外科

乳頭癌を除く結節性甲状腺腫の手術適応に関
する検討

内分泌外科　28(4): 245-50, 2011

平成24年度

（2012年）
野田　純代

名古屋大学　乳腺・内
分泌外科

サブクリニカルクッシング症候群の術後治療成
績

日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌
29(1): 62-5,  2012

平成25年度

（2013年）
武内　大

名古屋大学　乳腺・内
分泌外科

甲状腺分化癌に対する外来 I-131アブレーショ
ンの検証

日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌
30(4): 305-9, 2013

平成26年度

（2014年）
山田　光一郎

大阪赤十字病院　耳鼻
咽喉科・頭頸部外科

甲状腺乳頭癌反回神経浸潤例における予後
の検討

日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌
31(1): 55-8, 2014

平成27年度

（2015年）
山田　光一郎

大阪赤十字病院　耳鼻
咽喉科・頭頸部外科

甲状腺乳頭癌外側区域リンパ節転移例の検
討

日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌
32(4): 280-4, 2015

日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌　最優秀論文賞

該当者なし
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